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1． 背景 

 現在、COVID-19 の感染拡大の影響により、密閉、密集、密接の 3 密を避ける必要が生じてい

る。大学教育での実験科目においても、遠隔方式の利用や、時間短縮、同一教室での参加学生数

の削減などの制限下での実験実施が余儀なくされている。さらに、COVID-19 の影響は 2021 年度

前期まで続くことが予想されている。しかし、このような状況の中でも、工学教育においては、

実体験による学習は欠くことができない重要なものであり、限られた環境下での、より効果的な

教育方法の構築が必要となっている。 

 我々はこれまで遠隔講義においても、可能な限り学生にそのような経験を提供するための実施

形態の検討を行うことで、教育改善を行ってきた[1]。しかし、1 年間 COVID-19 対策を行ってき

た中で、新たに問題点やその改善の必要性が明らかとなってきた。 

 

2．実施方法および結果 

 今回は 1 年間、COVID-19 対策を行ってきた中で分かってきた問題点を整理するとともに、そ

の対応策を検討した。対象とした授業は、本学工学部情報通信工学科の 2，3 年次の実験科目であ

る。履修者は 50～120 名程度、通年で 10 テーマ程度を 10 名前後の教員、副手で指導している。 

 学生へのアンケートや担当教員自身の所感より、現在までに明らかになっている問題点は以下

のとおりである。遠隔講義においては、試行錯誤をして工学実験のセンスを身に着けたりコミュ

ニケーションをとったりする機会が減少しており、また、学生自身がそれを自覚することが難し

い。さらに、学生自身の表情や、作業している姿などが見えないため、我々教員が学生の理解度

を推し量ることが難しいということが問題点である。 

 これらの問題に対して、ブレイクアウトルームやチャット機能を用いたグループディスカッシ

ョンや Webclass など外部ツールとの併用によって、コミュニケーションの機会を増やし、学生の

理解度を把握する方法が有効であると思われる。 

また、コロナウイルス収束後も、遠隔講義の利点を生かして実験科目の一部に遠隔講義を積極

的に導入し、実験科目の教育効果をより高めるシステムの構築が必要と思われる。その方法につ

いては、現在検討中である。 
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